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新型コロナウイル感染症について

〜これまでわかってきたこととは〜
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新型コロナウイルスはどこからきたのか？



新型コロナウイルス SARS-CoV-2

新型コロナウイルス感染症 COVID19



コロナウイルスの種類と特徴



コロナウイルスのルーツ



新型コロナウイルスはどうやって広がったのか？













新型コロナウイルスはなぜ広がったのか？

1.感染経路
飛沫感染、接触感染が主
空気感染は否定できない
2.ウイルスの生存
エアロゾル状態で３時間、プラスティクやステンレス
では72時間まで生存可能
粘液、唾液、便、尿などからもウイルスは検出さ
れる
3.感染力
症状が出る２・3日前から発症後１週間の感染力
が強い



新型コロナウイルスの感染時期と感染⼒





全国の新型コロナウイルス患者感染者情報



日本の新型コロナウイルス感染症患者発生状況２０２０年７月17日現在











感染者の年代別死亡者数





東京の新型コロナウイルス患者感染者情報











感染者の緊急事態宣言時と解除後の年代別発生数



新型コロナウイルス感染症の症状

発熱・咳は8割から9割の患者で出現し、倦怠感や食欲不振が5
割程度の患者で見られている。一方発症当初は、発熱・咳は半
分程度の患者にしか見られなかったという報告もあるが、発症時に
発熱か咳のいずれかが見られたという患者は7割を超える。
また、下痢などの消化器症状は少ないことが知られているが、2
割弱の患者では最初の症状が下痢であったという報告もある。
さらに、味覚嗅覚異常が出現することも知られているが、各国の
報告によってその発現頻度が大きく異なるため、実際の味覚嗅覚
異常の出現する頻度は未だはっきりとわかっていない。ただし、味
覚以上と臭覚異常が両方ともある場合は、70％の確率で新型コ
ロナウイルス に感染しているという報告もある。



新型コロナウイルス感染症の典型的な経過





新型コロナウイルス感染症の重症度



肺炎のCT写真



ECMO（ extracorporeal membrane oxygenation 体外式膜型人工肺）



新型コロナウイルス感染症診断のための検査



新型コロナウイルス感染症診断の特徴





新型コロナウイルス感染症の診断法による変化



新型コロナウイルス感染症の治療」







1. 概ね60歳未満の患者では肺炎を発症しても自然経過の中で治癒
する例が多いため、 必ずしも抗ウイルス薬を投与せずとも経過を観
察してよい

2. 概ね60歳以上の患者では重篤な呼吸不全を起こす可能性が高く、
死亡率も高いため、 低酸素血症・酸素投与などの状況を考慮し抗
ウイルス薬の投与を検討する。

3. 糖尿病・心血管疾患・慢性肺疾患・悪性腫瘍、喫煙による慢性閉
塞性肺疾患、免疫抑 制状態等のある患者においても上記2に準じ
る

4. 年齢にかかわらず、酸素投与と対症療法だけでは呼吸不全が悪化
傾向にある例では抗ウイルス薬の投与を検討する

5. PCRなどによりCOVID-19の確定診断がついていない患者は抗ウイ
ルス薬の適応とはならない

抗ウイルス薬の使用基準









感染防護衣
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東京都の新モニタリング指標







接触確認アプリCOCOA





















大切なことは、『三密を避けること』と『標準的な感染症予防策』

1.密閉した空間、密集した状況、他者との密接な距離(三密)は避ける

2.外出後は石鹸などを使ってしっかり手洗いとうがいを心がける

3.咳やくしゃみをしている人は必ずマスクを着用する! (他者への感染予防) 

4.他人と会う時などもマスクを着用する

5.軽い感冒症状の場合はまず休養・安静。少しでも不安等を感じたら“かかり

つけ医”に電話等で相談する

6.症状が長引いたり変化したらすぐに“かかりつけ医”など医療機関へ電話連絡
の上受診する

7.普段からバランス良い栄養と十分な休養、適度な運動を心がけ、体調管理
を万全にしておく

8.タバコは吸わない、この機会に禁煙を。喫煙は新型コロナ感染症の重症化率
を2.2倍、死亡率を3.2倍に増加させるとの報告がある

9.部屋の換気と手が触るところの消毒は頻回にする



新型コロナウイルス感染症で知っておいて欲しいこと

1.感染してから潜伏期間は約5,6日で、症状が出る前に自覚症状のない
まま人に感染させることもあるので、感染の可能性があると思ったら自
重した生活が望まれる

2.感染しても、約80%の人は症状がないか軽症(軽い感冒症状等)で推
移し、1週間ほどで治癒に向う。このため軽い感冒症状でも他人へ感
染させないような心がけが大切である

3.約20%の人が中等症、重症になる。発症後10日前後で肺炎等に進行
することが多く、その場合は急速に状態が悪くなることもある

4.約5%の人が命の危険にさらされ、一ヶ月以上の入院となることが多い。
若いから安全ということはない

5.PCR 検査などで新型コロナウイルス感染症と診断されたら、入院か東
京都の用意したホテルでの宿泊療養が第一選択になる。しっかりとした
健康観察が必要である



新型コロナウイルス感染症で知っておいて欲しいこと

6.自宅療養は自宅で2週間以上生活するため、家族がいる場合は家族

内感染に注意が必要である

7.自宅療養では、 保健師や医師、看護師など専門家の目が行き届き

にくく、重症化に対し手遅れとなる可能性がある

8.簡易診断方法としては抗原検査があり、30分位で結果が出るが、検

査精度が低く、偽陰性が多い。感染診断には今のところPCR 検査が

最も有効であるが、それでも精度は70％程度と言われている

9.現在、有効性が証明され、治療薬として認可されているのはレムデシビ

ルだけである。ワクチンも研究中であるが、まだ有効性が証明されたワク

チンはない

10.予防方法としては、『三密を避ける』ことと『標準的な感染症予防策』

を基にした新しいライフスタイルを徹底することが重要である


